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菅
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（以
下

菅
地
区
社
協
と
い
う
）
は
、
地
域
内

に
お
住
ま
い
の
小
さ
な
お
子
様
か
ら

お
年
寄
り
の
皆
様
迄
が
、
こ
の
町
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
の
構
築
を
目
標
に
活

動
を
進
め
て
い
る
団
体
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
毎
年

「社
会
福
祉

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
町
内
の
幼

稚
園

。
小
。
中
。
高
等
学
校
を
始
め
、

菅
町
会
、
菅
・
南
菅
老
人
い
こ
い
の

家
、
長
生
会
等
、
地
域
で
活
動
さ
れ

て
い
る
皆
様
が

一
堂
に
会
し
、
日
頃

か
ら
研
鑽
さ
れ
た
歌
唱
、
舞
踊
、
楽

器
演
奏
等
を
発
表
す
る
機
会
を
演
出

す
る
と
共
に
、
日
頃
近
隣
に
住
み
な

が
ら
、
顔
を
合
わ
せ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
の
な
い
皆
様
が
、

和
や
か
に
話
し
合
え
る
場
づ
く
り
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
　

“

そ
の
他
、
年
頭
に
掲
げ
た
事
業
計

画
の
達
成
に
向
け
企
画
部

・
老
人
福

祉
部
。
こ
ど
も
福
祉
部
。
障
害
者
福

祉
部
・
老
人
会
食
委
員
会

・
ミ
ニ
デ

イ
ケ
ア
委
員
会
の
４
部
。
２
委
員
会

に
よ
る
夫
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
令
和
２
・３
年
度
の
活
動
に
関

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
に
よ
る
行
動
制
限
に
よ
り
、
年

２
回
の
広
報
紙

「菅
社
協
だ
よ
り
」

の
発
行
、
ご
高
齢
の
皆
様
へ
の
暑
中

見
舞
い
。
年
賀
状
の
発
送
、
学
校
関

係
者
と
の
懇
談
会
の
開
催
の
他
は
達

成
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

５
月
２８
日

（土
）
令
和
４
年
度
の

総
会
が
２
年
ぶ
り
に
対
面
方
式
で
開

催
さ
れ
提
議
さ
れ
た
議
案
は
全
て
承

認
さ
れ
、
新
し
い
年
度
に
向
け
出
発

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
例
年
の
議
案
に
加
え

２
年
の
任
期
を
終
え
た
役
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
推
薦
委
員
会
で
提
議
さ

れ
た
会
長
他
役
員
が
留
任
と
な
り
、

新
た
に
菅
町
会
よ
り
、
副
会
長
と
し

て
大
塚
高
道
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
に
向
け
、
役
員
始
め
会
員

一
同
、
精

一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
菅
町
会
内
に
お
住
い
の
皆
様

方
の
ご
支
援
。
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

令和4年 5月 28日 (土)菅会館において菅地区社会福祉協議

会の総会が2年ぶりに対面で開催されました。

昨年 。二昨年はコロナ禍の為、書面表決による決議を行いま

したが、今年は出席者の方々にマスク着用・手指消毒 。検温等

の感染対策を実施し開催されました。

総会において、令和3年度事業報告、決算報告、および監査

報告があり、審議の結果、すべて承認されました。

引き続き新役員の推薦があり異議なく選出されました。

次に令和4年度事業計画 (案 )、 一般会計予算 (案)が上程さ

菅疱二薇

^`ユ
協議会経会

濃沼菅町会会長挨拶大澤会長挨拶

れ、すべて原案通り承認されました。

総会風景

受付では手指消毒と
体温測定

総会会場 (菅会館)

令和 4年度菅地区社会福祉協議会総会を開催

F=■社

^轟
在議議会経
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菅
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（以
下
、
菅
地
区
社
協

と
い
う
）で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
未
だ
終
息
に
至
ら
ず
、色
々

な
面
で
制
限
が
生
じ
対
応
に
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
社
会
情
勢
は
、
行
動
の
制
限
、

経
済
の
行
き
詰
ま
り
等
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
少
子
高
齢
化
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
な

ど
色
々
な
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
菅
地
区
社
協

で
は

「社
会
福
祉
の
つ
ど
い
」
を
は
じ
め
例
年
実

施
し
て
参
り
ま
し
た
事
業
・
活
動
を
で
き
る
だ
け

多
く
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

菅
地
区
社
協
会
員
の
皆
様
方
、
菅
町
会
及
び
関

連
機
関
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

第
１７
回
菅
地
区
社
協
「社
会
福
祉
の
つ
ど
い
」

の
実
施

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
協
力

研
修
会
の
実
施

会
員
・
賛
助
会
員
増
強
運
動
の
推
進

地
域
内
各
種
団
体
行
事
。活
動
へ
の
協
力

共
同
募
金
活
動
。年
末
助
け
合
い
運
動
へ
の

協
力

老
人
福
祉
週
間
行
事
に
対
す
る
支
援
・
協
力

菅
・南
菅
老
人
い
こ
い
の
家
の
運
営
に
協
力

福
祉
標
語
立
て
看
板
の
建
て
替
え

企
画
部

（１
）
総
会
に
向
け
て
の
諸
準
備
の
協
力

（２
）
「社
会
福
祉
の
つ
ど
い
」実
施
に
協
力

（３
）
理
事
視
察
研
修
の
計
画
。実
施
（日
帰
り
研
修
）

（４
）
「菅
社
協
だ
よ
り
」企
画
・
立
案
。
発
行
（年

２
回
発
行
）

（５
）
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
へ
の
協
力

（６
）
研
修
会
開
催
へ
の
協
力

（７
）
各
種
団
体
交
流
活
動
へ
の
協
力

（８
）
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み

老
人
福
祉
部

（１
）
高
齢
者
へ
の
手
紙
発
送

（暑
中
見
舞
い
。

年
賀
状
、
等
）

こ
ど
も
福
祉
部

（１
）
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
す

（２
）
親
子
で
座
禅
を
体
験

（３
）
子
育
て
支
援
の
た
め
の
研
修

障
害
者
福
祉
部

（１
）
高
齢
者
。
障
害
者
　
体
験
学
習
の
実
施

（２
）
障
害
者
福
祉
団
体
へ
の
支
援
・
地
域
福
祉

行
事
へ
の
協
力
・
交
流

老
人
会
食
委
員
会

（１
）
老
人
会
食
会
活
動
の
実
施
（年
６
回
、４
月
・

５
月
・
６
月
・
１０
月
・
１１
月
・
３
月
）

（２
）
献
立
会
、
打
合
せ
、
研
修
の
実
施

ミ
ニ
デ
イ
ケ
ア
委
員
会

（１
）
あ
り
の
み
会
、
年
１２
回
実
施
（毎
月
第
３
火

曜
日
　
９
時
１０
分
～
１５
時
００
分
）

（２
）
施
設
見
学
・
研
修
の
実
施
（１２
月
）

987 65432 1

△ =減 を表す (単位  円 )

科 目 木年度予算額 本年度決算額 増 減 付 記

1 会議費 70,000 29,926 △ 40,074 総会、常任理事会等経費

2 事務費 430,000 403,339 △ 26,661

3 活動費 1,229,000 585,200 △ 643,797
賛助会 費財 源 事 業 ・

共 同募 金配 分金 事 業

4 地域福祉推進費 183,000 100,00C △ 83,00(

5 社会福祉のつとい行事費 △ 360,000 賛助会費財源事業

6 社明運動活動費 69,700 △ 8,485 社明運動分担全他

7 負担金 60,000 60,00C 0 区社協会費

8 旅費 20,000 △ 20,000

9 渉外費 150,000 25,00C △ 125,000 祝金、弔慰全他

10積立金 500,000 500,00C 0

11予備費 263,186 △ 263,186

合 計 3,334,886 1,764,683 ∠ゝ 1,570,203

収入総額 2,746,103

支出総額 1,764,683

差引残高 981,420

△=減を表す (単位 円)

科  目 本年度予算額 本年度決算審 増  減 付  記

1 会費 690,70C 687,75C △ 2,950

賛助会費 426,910 △ 426,913 区社協賛助会費の約7割

交付金 793,70C 732,215 △ 61,485

共同募金分会費 97,445 90,00C △ 7,445

寄付金 △ 30,000 セレサ川崎農業協同組合

雑収入 60,00C △ 59,990 祝金、預金利息等

繰入金 0

繰越金 1,236,128 1,236,12〔 0

合 計 3,334,886 2,746,103 △ 588,783

2

令和3年度菅地区社会福祉協議会 一般会計 決算書
(令和 3年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日 )

C



2022年 9月 1日 (令禾□4年 )

令和4年度菅地区社会
(イ行禾日4`手 4

福

胴
祉協議会 一般会計 予算書
日～令和 5‐ 年 3月 31日 )

出 単位

科 目 前年度予算額 本年度予算額 増  減 付  記

1 会議費 70,000 70,000 0 総会、常任理事会等経費

2 事務費 430,000 430,000 0

3 活動費 1,229,000 1,289,000 60,000
資 助 含 買 財 源 早 栞 ・

■ 同 墓 0配 分 今 事 業

4 地域福祉推進費 183,000 183,00C 0

5 社会福祉のつどい行事費 360,000 360,00C 0 賛助会費財源事業

6 社明運動活動費 69,700 69,700 社明運動分担金他

7 負担金 60,000 60,000 区社協会費

8 旅費 20,00C 20,000 0

9 渉外費 150,00C 150,000 祝い金、弔慰金他

10積立金 500,00C 0 ▲ 500,000

11予備費 263,186 1,424,137 1,160,951 立て看板

合  計 3,334,886 4,055,837 720,951

ム =減 を表す (単位  円

科 目 前年度予算額 本年度予算額 増 減 付  記

1 会費 690,700 690,70C

賛助会費 426,913 380,572 △ 46,341
区社 協賛助会 費 (令和
3年度分 )の約 7割

3 交付金 793,700 815,70C 22,000

共同募金分会費 97,445 97,445 0

5 寄付金 30,00C 30,000 0

6 雑収入 60,00C 60,000 0 祝金、預金利息等

7 繰入金 1,000,000 1,000,000 積立金より

8 繰越金 1,236,12〔 981,420 △ 254,708

合 計 3,334,886 4,055,837 720,951

５
月
２８
日
に
開
催
さ
れ
た
総

会
に
お
い
て
役
員
の
改
選
が
行

わ
れ
、
会
長
以
下
１０
人
の
役
員

全
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
新
た
に
菅
町
会
か
ら
一

人
副
会
長
を
迎
え
て
、
Ｈ
人
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

（写
真

後
列
右
か
ら
）

総

務
小
嶋
　
晴
夫

石
橋
　
千
鶴

産
口
　
査

大
友
　
真
寿
美

上
原
　
光
男

〈〓　　罫副

上
原

‐
武

八
巻
　
暁

３
年
振
り
の
「理
事
視
察
研
修
」

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
、
変
異
し

た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
、
終

わ
り
の
見
え
な
い
感
染
症
の
中

で
３
年
間
視
察
研
修
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
久
し
ぶ
り
に
山

梨
の
、
「福
祉
の
実
　
た
け
の
こ
」

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
建
物
の

屋
上
に
上
が
る
と
富
士
山
が
見

え
緑
の
多
い
生
活
環
境
の
良
い

所
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
視

察
し
ま
し
た
。
様
々
な
作
業
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
利
用
者
の
皆
様

に
合
わ
せ
た
仕
事
を
さ
れ
て
い

て
、
と
て
も
勉
強
に
な
る
研
修

で
し
た
。

‐５
年
勤
続
功
労
者
表
彰

―
第
７２
回
川
崎
市
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
…

大
根
田
　
正
義

山
田
　
信
恵

　
　
・●

大
友
一
真
寿
美

一●
●
●
・

深
澤
●
孝
文
　
　
一●
●
一
．

本
間
　
悦
雄

帝

賛
助
会
員
と
は

辛

「健
康
で
幸
せ
が
守
ら
れ
る
明
る
い
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
多

摩
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
多
摩
区
の
五

つ
の
地
域
社
会
福
祉
協
議
会

（登
戸
、
菅
、

中
野
島
、
稲
田
、
生
田
）
が
進
め
る
福
祉

活
動
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
財
政

的
に
支
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
で
す
。

米

会
費
の
つ
か
わ
れ
方

帝

◇
ひ
と
り
暮
し
高
齢
者
の
会
食
活
動

◇
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

◇
子
育
て
家
庭
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

◇
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
開
催
ほ
か

辛

加
入
の
方
法

帝

賛
助
会
費
は

一
口
千
円
で
何
口
で
も
。

菅
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
の
方
々

が
お
呼
び
か
け
致
し
ま
す
。

連
絡
先

，
多
摩
区
社
会
福
祉
協
議
会

容
９
３
５
１
５
５
０
０

一●

お
〓し

， ら

せ
●

■
●

一

第
・７回菅
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
「社
会
福
祉
の
つど
い」

日
時
　
令
和
４
年
１１
月
２６
日
（上
）
１２
時
か
ら

場
所
　
菅
小
学
校

・
体
育
館

※
な
お
開
催
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
決
定
い
た
し
ま
す
。

「福祉の実 たけのこ」全景製品ラベルの貼付

屋上から見た夏の富士山部品の研磨

3

令
和
４
年
度
・５
年
度
　
役
員
紹
介

（写
真

前
列
右
か
ら
）

副
会
長

飯
沼
　
祐
順

近
藤
　
充
紀

〈〓　　Ｅヌ

大
澤
　
敏
夫

副
会
長

小
池
　
多
恵
子

大
塚
　
一呂
道

顧
井
日 間

文
夫

本目
平 濃 談
山 沼 役

順 健
一 夫



2022年 9月 1日 (令和4年 )

俳
　
句

我
が
影
も
疲
れ
夕
焼
の
大
勝
段

大
喜
多
　
美
雪

紅
葉
狩
峠
の
木
屋
の
′―ヽ
座
布
団

原
島
　
芙
美
江

ど
ん
ぐ
り
の
絵
手
紙
届
く
青
い空

十
村
　
千
恙
子

．短
．・一一・証
　
情乾人震
誌
稼

雨
後
の
朝
光
に
道
端
の
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・レツタ・ トライ.

～老人会食委員会から～  .●

コロナ禍により2年間中止となっていた会食会が、6月に開催さ

れました。

当日はあいにくの小雨、傘を差しての道のりにも拘らず 13名の

方々が参加され、本当に久しぶりの再会を喜びあうていました。

会食はまだ黙食を前提としていることから、老人会食委員会と

民生委員児童委員のメンバーにより座席配置や隣同士のスペース

を考慮したレイアウトの中で 軽食を提供して運営されました。

次回は 10月 開催を予定しておりま九

(但し感染状況により判断します)
今日の献立

受付にて体温計測と手指消毒 食事会風景 包括支援センタースタッフによる健康チェック

コ

ラ

ム

「新
茶
の
香
り
」

我
が
家
の
庭
の
隅
に
お
茶
の
木

が
あ
り
、
い
つ
の
間
に
か
大
き
く

育
ち
、
花
が
咲
き
実
が
成
り
種
が

こ
ぼ
れ
て
芽
が
出
て
小
さ
な
茶
畑

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
お
茶
を
作
っ
て
み
よ
う

と
思
い
立
ち
、
五
月
の
初
め
一芯

二
葉
を
セ
ッ
ト
に
、
大
き
な
カ
ゴ

い
っ
ぱ
い
に
摘
み
ま
し
た
。

製
茶
と
い
え
ば
鎌
倉
に
住
ん
で

い
た
昔
、
近
所
の
農
家
で
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
新
芽
を
蒸
し
揉

み
な
が
ら
乾
燥
さ
せ
る
方
法
で
す
。

蒸
し
時
間
を
変
え
る
と
味
が
違
っ

て
き
ま
す
。
作
り
方
も
い
ろ
い
ろ
。

大
き
な
鍋
に
た
っ
ぷ
り
水
を
入
れ

若
々
し
い
茶
葉
を
浸
し
て
、
ぐ
つ

ぐ
つ
と
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て

煮
出
し
そ
の
ま
ま
翌
朝
ま
で
置
い

て
出
来
上
が
り
。

今
回
私
は
超
簡
単
な
方
法
で

作
り
ま
し
た
。
若
葉
を
ラ
ッ
プ
に

包
み
レ
ン
ジ
で
チ
ン
。
手
揉
み
を

何
回
も
繰
り
返
し
乾
燥
し
た
ら
出

来
上
が
り
で
す
。
ま
ろ
や
か
な
や

さ
し
い
味
の
我
が
家
の
お
茶
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
下
火
に

な
っ
た
と
は
い
え
、
一日
も
早
く
終

息
す
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
々
の
平
安
を
祈
り
つ
つ
。
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